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コガタルリハムシの休眠覚醒と生殖器官の

発育に関する要因*

芦田栄徳、料・兼久勝夫

コガタルリハムシは，日本全土に分布する鞘趨目ハムシ科の見虫である.タデ科植物を

寄主とし，特にギシギシ Lumexsp.を好んで食草とする.本種は年1回発生し，成虫期

に潜土休眠をする.休眠期間は7月上旬から翌年の 3月下旬までで， 4月上旬地表に現わ

れた越冬成虫は交尾し世代交代をする.

多化性で成虫休眠をする昆虫の休眠調節機構はかなり解明されているが，本種のような

年1化性の成虫休眠に関してはほとんど調べられていない.本種の休眠を解明する一環と

して，休眠の打破および生殖器官の発育にどのような要因が関与しているかを調べた.

本実験を行なうにあたり. 終始御教示ならびに御助力を賜わった岡山大学名誉教授安江安宜博士，

岡山大学農業生物研究所の，河田和雄助教授，積木久明助手.白神孝技官に深謝申し上げる.

材料と方法

野外で採集した越冬成虫より採卵し，室内で飼育して羽化期の揃った新成虫を供試し

た 休眠のために用いた容器は，誌0アールのワグ料品川湿った砂を入れてガラス

板で蓋をしたものである.各ポットに 100頭の新成虫を入れて，成虫の潜土が終了した各

容器を試験温度下に設置した.休眠期間を前期と後期に分割し，それぞれの期間における

休眠温度に較差をもたせた.後期は前期よりも低温度で休眠させ，それぞれの期聞を1カ

月間単位または0.5カ月間単位で変化させた. 各試験区について少なくとも 2回の反復を

行いその平均を求めた. 日長条件は全休眠期聞を通じて長日(16時間明期-8時間暗期〉

条件とした.休眠処理の終了した各容器は室温 (250C)に移した.休眠処理終了後に地表

に現われた成虫のうち，摂食行動を開始した成虫を休眠覚醒成虫とした.休眠覚醒率は全

休眠虫数に対する休眠覚醒虫数の割合である.鮮化率は，総産卵数に対する瞬化卵数の割

合である.

結 果

休眠期間の前期における休眠温度を 250C，後期におけるそれを 50Cとした. 前期を

0カ月聞から 7カ月間まで1カ月間単位で変化させ，それぞれの前期の長さについてそれ

に続く後期の長さを0カ月聞から 6カ月間まで1カ月間単位で変化させた.第1表は各試

験区における休眠処理終了後の休眠覚醒率である.高温休眠だけでは休眠は打破されなか
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休眠温度および休眠期間別の休眠覚醒率(%)第 1表
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ったが，低温休眠だけの場合には4カ月間以上で休眠は打破された.高温休眠期聞が長く

なるにつれて，休眠の打破に必要な低温休眠期間は短縮された.休眠覚醒率は，高温休眠

期聞が一定であれば後期の低温休眠期聞が長いほど高まった.低温休眠期聞が一定であれ

ば前期の高温休眠期聞が長いほど高まった.

第2表は各試験区における産下卵の解化率である.低温休眠だけ，あるいは高温休眠期

間の短い条件下で覚醒した成虫の産下卵は解化しなかった.解化率は，高温休眠期聞が一

定であれば後期の低温休眠期間の長短によってさほど影響されなかった.低温休眠期聞が

一定であれば前期の高温休眠期聞が長いほど高まった.

第3表は， 前期の休眠温度を 100C，後期のそれを一50Cにした場合の休眠覚醒率であ

休眠温度および休眠期間JJIJの解化率(%)第 2表

間 (50C，月数〉期眠休温低高温休眠期間
(250C.月数) 6 5 4 3 2 。
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休眠温度および休眠期間別の休眠覚醒率(%)第 3表

間(5"C.月数)期眠休温低高温休眠期間
(1O"C，月数)
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高温休眠期間
(WC，月数)

第 4表 休眠温度および休眠期間別の鰐化率(%)

低温休眠期間(-s.c，月数〉
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る.前期および後期の休眠期聞はそれぞれ0.5カ月間単位で変化させた. 第4表は各試験

区における産下卵の解化率である. 前期(100C)2ヵ月間と後期 (-50C)2カ月間の休

眠処理区だけに僻化がみられ，その他の産卵区では解化はみられなかった.

考 察

多化性で成虫休眠をする昆虫では，低温 (50C)に40日間-4カ月開放置することによ

って休眠は打破された. さらに覚醒した成虫は産卵し，産下卵は正常に発育し務化した

(Connin et al. 1967， Caldwel1 and Wright 1978). コガタルリハムシも低温休眠処理

で休眠は打破され，休眠覚醒率は低温休眠期間の長短に影響された(芦田 1980a). しか

し，低温休眠だけの場合や高温休眠期間が短い場合には産下卵は瞬化しなかった.低温休

眠処理は，多化性の見虫と同様本種の休眠を打破するが，維の生殖能力の発達には関与し

ないものと思われる.高温休眠期間が長くなるにつれて僻化率は高まった.本種は休眠前

には交尾をしないことから，高温休眠中に維の生殖能力が発達するものとj層、われる.

多化性の成虫休眠を:する昆虫では，休眠中の成虫に活性アラタ体を移植したり (de

Wilde and de Boer 1961， Slama 

1964)， JH (幼若ホルモ γ)を供与

することによって (Bowers and 

Blickenstaff 1966， Connin et al. 

1967， Kambysellis and Heed 1974)， 

休眠は打厳され，産下された卵は解化

した. コガタルリハムシも JH(幼若

ホルモン)を供与することによって休

眠成虫は覚醒し，休眠前の成虫は休眠

を抑制jされた.休眠を打破された雌お

よび休眠を抑制された雌はともに産卵

を開始した.低温休眠だけで覚醒され

た雄および休眠を抑制された維と交尾

した雌の産下卵は瞬化しなかった.し

かし，高温休眠中に覚醒された維と

交尾した雌の産下卵は瞬化した(芦田

59巻 (1981)
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1980 b). JH (幼若ホルモン)は，多化性の昆虫と同様本種の休眠を打破し産卵にまで導

ぴくが，雄の生殖器官の発育には関与していないものと思われる.休眠の覚醒および生殖

器官の発育に関与する要因として，高温休眠， 低温休眠そして JH(幼若ホルモン)を取

り上げそれぞれの関係をまとめたものが第1図である.高温休眠を経て覚醒した雄と交尾

した雌の産下卵だけが解化した.

多化性昆虫の成虫期にみられる休眠はアラタ体の不活化によって誘起きれ，アラタ体の

活性化によって打破されることが判明している (deWi1de and de Boer 1961. Slama 

1964). また，アラタ体およびアラタ体から分泌される JH(幼若ホルモγ)の卵成熟に

対する役割も明らかにされている (Wigglesworth1964， Engelmann 1970). コガタル

リハムシにおいても低温休眠処理および JH(幼若ホルモシ)の供与によってアラタ体が

活性化し，休眠が打破されたものと思われる.また，活性化したアラタ体から分泌される

JH (幼若ホルモン)によって卵巣が発育したものと思われる.高温休眠中にみられる雄

の生殖能力の発達に関与する機構の解明が今後の課題である.

摘 要

年1化性で成虫休眠をするコガタルリハムシの休眠覚醒と生殖器官の発育に関与する要

因として，休眠温度， 休眠期間およびJH(幼若ホルモン)を取り上げてそれぞれの関係

を解明した.

高温休眠期聞が一定であれば，それに続く低温休眠期聞が長くなるにつれて休眠覚醒率

は高まった.低温休眠期聞が一定であれば，低温休眠に移す前の高温休眠期聞が長くなる

につれて解化率は高まった.

低温休眠処理または JH(幼若ホルモン〉の供与で覚醒した雌は摂食を開始して卵巣が

発育し，正常な卵を産下した.低温休眠処理だけでまたは高温休眠期間の短い条件下で覚

醒した雄と交尾した雌の産下卵は解化しなかった.一方，十分な高温休眠期間を経たのち

に，低温休眠処理または JH(幼若ホルモン)の供与によって覚醒した雄と交尾した雌の

産下卵は解化した.
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